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　Abstract　We　stUdied　the　nest　types　used 　by　Pteromys　volans 　orii 　in　two　small ，　fragmented　woods （2」 ha　and 　3」 ha）
in　Obihiro，　Hokkaido什om 　April　2005　to　March　2006．　Three　nest　types（cavity，　nest　box，　drey）wcre 　uscd 　by　cight 月ying
squirrels ．　Each　nying　squirrelmade 　use 　oftwo 　to　eight 　nest

−sitcs．　The 刊ying　squirrelsin 　our 　study　area　appear 　to　have　been
restricted 　as　to　nest 　resources ，　since 　thcsc　woods 　are 　fragmented　and 　sma 囗

，
they　are 　surrounded 　by　roads 　and 　ficlds．　The

preferred　nests　during　snow −free　and 　the　snowy 　season　were ，　respectively，　cavity　and 　nest　box，　and 　cavity 　and 　drey，　We

su99est 　th翫 正ongor 　and 　lnore　frequent　use 　ofnest 　boxes　during　t且1e　snow −f ce　season 　nlight　be　related 　to　rises 　in　ternpcra−

ture　and 　numbers 　orectoparasites ．　The　use 〔〕f　specific 　cavities 　during　thc　snowy 　scason 　appears 　to　re 】ate　to　their　internal

thcmlal 　characteristics ．　We　also 　suggcst 　that，　to　conscrvc 　flying　squirrel 　populations　which 　inhabit　smal1 ，丘agmented

patches，　morc 　avaj　lab］e　nests　ofbetter 　quality　are　needed ．

　Key　words ：habitat　fragmentation，　nest　site　use ，　Obihire，　P’8厂o〃ひ
，s りolans 　orii，　small　wood

は じめ に

　近年の 道路建設 や 宅地開発 に よ る 森林 の 伐採 は，森林

の 分断化や縮小化を引 き起こ して い る．日本に生息する

陸棲哺乳類の 多くは食物や 巣を森林に依存 して い る こ と

か ら，こ の 伐採が生息環境を悪化させ る大 きな要因と言

える．大型 の 種と比 べ て 小型 の 種は低い 移動能力の ため，

森林の 分断化による負の 影響を受けやす い と考えられる

〔吉 出 ほ か 1994
，
Selonen　et　a】．2001，Bakker　and 　Vuren

2004．Kataoka　and 　Tamura　2005），世界中に 広 く分布して

い る滑空性哺乳類は，移動 コ ス トを抑えるため に 樹木問

を滑空とい う特殊な方法で 移動 し （Goldingay　2000），ほ

とん どの種は樹上を主なハ ビ タ ッ トと し て い る．

　日本 に は滑空性哺乳類 と して 本州以南 に ニ ホ ン モ モ ン

ガ （PteromJ’S　momon ．ga）とム ササ ビ （Petaitristα　leucoge−

nys ）が，北海道 に は タ イ リ ク モ モ ン ガ （R　volans ） の一

亜種であるエ ゾ モ モ ン ガ （Rv ．　orii）が生息す る．エ ゾ

モ モ ン ガ は，季節変化に ともな っ て数種 の 樹木の 葉や芽，

種子などを採食し，主 に樹洞を巣として利用する．また，

地上 を歩行せずに滑空や 枝渡 りに よ っ て 移動す る完全な

樹上性であるた め，樹木 に極めて 強 く依存した種で ある．

した が っ て，森林の分断化や縮小化は エ ゾモ モ ン ガ の 地

域 個体群 の 維 持 に お い て 大 きな障害 となる （柳川

1999），

　エ ゾ モ モ ン ガ に とっ て巣資源は休息場所 や繁殖場所 だ

けで な く，捕食者か ら の シ ェ ル ターと して の役割を果た
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す重要な資源で ある に もかか わ らず，その 利用状況は知

られて い ない ．本研究で は，巣資源が制限され て い る と

考えられ る狭小な森林に生息する個体の巣の利川状況を

明 らか に す る こ とを目的と した．

調査地と方法

　北海道帯広 市の 帯広畜産大学に隣接する 2つ の 林地

CAお よ び B ：N42
”
52
’
，　 El43

°
10
’

： 図 D で 調査を行なっ

た．A と B の 林地面積はそれぞれ 2．lha と 3．lha で あり．
’F均 樹高 は 17．5m と 19．lm で あ っ た．こ れ らの 林地 は

道路 もしくは裸地に よ っ て 他 の 林地 とは離れてい るが，

エ ゾ モ モ ン ガの 滑空能力 （浅利 ・柳川 2004） と防風林

の 存在の ため に 他の 林地 との 往来は ll∫能 とな っ て い る

（辻ほか 2004，浅利
・柳川 2006）．それぞれの 林地 には

エ ゾモ モ ン ガ に とっ て 利用 vf能な樹洞 を有する樹木 （A

に は 9本，B には 6 本）が確認され て お り，それ らの樹

洞はキ ツ ツ キ類もしくは枝抜けに よっ て形成されたもの

で ある．また 小鳥用 の 巣箱 （A には 10個，B には 8 個）

が 2 〜4m の高さ に設置され て い る．さ ら に，エ ゾ リ ス

（Sciunus　i’itlgaris　orientis） に よっ て 作られた樹 ヒ巣が存

在す る．林地 A の 植生 はチ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ （Pinus　ko−

raiensis ）や シ ラ カ ンバ （Betula　plaり’ph）’Ila　var．　iaρorlica ）

お よ び オ ニ グ ル ミ （Jit91ans〃mandshurica 　var ．　sieboldi −

ana ）か らなる針広混交林で あ り，林地 B は ア カエ ゾマ

ッ （Picea　glehnii）や チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ，カ シ ワ （（？uercu ，s

dentata）などか らなる針広混交林で ある．

　林地 A お よ び B に お い て，架設 さ れ て い る 巣箱内も

し くは樹洞 内で休息す る個 体を確認 し，2005年 4 月〜

2006 年 1 月 に捕獲 した．巣 箱内で 休息す る 個体 は 日中

に巣箱ごと確保し，樹洞で は日没前に樹洞用 トラ ッ プを

設置 して 出巣する個体を捕獲した，捕獲 した個体は，性

別，齢お よび体重を記録 し，個体識別用にナ ン バ リン グ

され た イ ヤ ータ グ （KN −295．夏冂製作所）を装着 した．

さらに．幼獣以外の個体に つ い て 首輪式の 発信機 （BD −

2C ，　 Holohil　Systcms　Ltd，； 1．7g）を装着した．　 IJ中 に 利

用する巣は 八 木ア ン テナ と受信機（八重洲，　FT−290mk　ll　）

を用 い て 歩み寄り法で特定した ．

結　 　果

　春か ら秋の非積雪期（捕獲 ：2005 年 4 月〜 9 月，追跡 ：

2005年 4 月〜 11月，月 」ド均気温 ： 2．9〜 20，0℃）に発

信機を装着 した個体は 5 個体 （No．1 〜5 ）で あ り．冬

の 積雪期 （捕獲 ：2006 年 1 月，追跡 ：2006年 1 月
〜3 月，

図 1．調査地の 位置図 （自線内が 分断され た林地 ）

　調査地 A および B は道路 もしくは森林以外 によっ て 囲 まれて い る

月平均気温 ：
− 1．6〜− 7．7℃）には 3個体 （No ，6 〜 8 ）

であっ た （表 1）．発信機の 重量 比 は体重 （平均 ± SD，

非積雪期 ： 【03．6± 13．5g ；積雪期 ： 107．3 ± ILO ）の 1．4〜

2，0％ の 範囲で あ っ た．発信機 の 脱落など に よ っ て追跡

日数は 32 日
〜 80 日 （51，0± 17．4n ）と個体によっ て異

なっ た （表 1），

　利用 された巣の 個数 〔2 〜 8 巣 ：5，0 ± 2，3 巣）は個体

に よ っ て 有意 な差 が み られず （Kruskal−Wallis　test，　p ＞

0．05），追跡 Iltwの 長 さ と利用 された巣 の 個数には有意

な相 関は なか っ た （Spcarman
’
s　rank 　corre ］ation 　coeCacient ，

p＞ O． 5）．1個体が 非積雪期 に 利用 した巣の 数は 4 〜 8

巣 （6．O ± 2，3 巣），積雪期 の 3個 体で は 2巣 もし くは 4

巣の 利用で あ っ た （3，3± L2 巣）（表 1）．利用 された巣

は樹洞，巣箱お よ び樹上 巣の 3 タ イプ で あ り，樹洞が利

用 され た樹種 は シ ラ カ ン バ ，カ シ ワ お よび カ ラ マ ツ

｛Lari．x
’
　leptoTepis） で あ っ た．

　利屠され た 3 タ イプ の 巣 〔樹洞，巣箱，樹 L巣）は，

それぞれ の巣タ イプの利用個数に お い て個体間 で有意差

が なか っ た 〔令 て の 巣 タ イ フ
゜
に つ い て ；Kruskal−Wallis
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表 L 追跡 され た 個体 と巣の 利 用 数

No．　　性　　別　　イ本重　〔9｝ 捕獲 月 期　　間 追跡 日数　　利用 個数　
一…一

　　　　　　 　　　　　樹洞

利用 タ イプ

巣箱 樹 ヒ巣

12345678雄

雄

雌

雄

雌

雌

雄

雌

116，312L7104

．384
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．811L494

．8115

．6

2005年 4 月

2005年 5 月

2005年 9 月
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2005年 9 月
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2006 年 1 月

2006年 1月

非積雪期

非積雪期

非積雪期

非積雪期
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積 雪 期

16

 

47442

54874343 48783424 160512

と

2

21432101 l
　　
1
　　
3
　　
0
　　
0
　　
−
　　
1
　　
1

如ヨ
卸

無
皿

剥

宴
拘

隈π
牌

100％

8e％

60％

40％

2e％

o％

1 2　 　　 3　　 　 4

　 　 個体N 。．
5

図 2．非積雪期に お け る各個体に よる 巣の 利用 「1数
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図 3．積雪期に お ける各個体に よる巣の 利用 日数

□ 不 明
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暉 巣箱

■ 樹 洞

tcst，　p＞0．05）．非積雪期に は どの個体 も巣箱を利用 し，

こ れに続 い て樹洞 （5 個体中4 個体），樹上巣 （5 個体

中 3 個体）が多く利用された （表 1 ）．各個体はそれぞ

れ の タ イプの 巣を複数個利用するこ とがあ り，樹洞は最

大 6 巣 CNo．2 ）．巣箱は最大4 巣 （No．3 ），樹一ヒ巣は最

大 3 巣 （No ．3 ）が記録された．一
方．積雪期に は全 て

の 個体が樹洞と樹 ヒ巣を利用し，巣箱の利用は 2 個体

〔No．6 と No．8） の みであ っ た 〔表 1）．　 No．6 と No．8

で み られた 2 つ の 樹洞巣の 利用 をの ぞ くと他の全て の タ

イプは 1巣ずつ の 利用であ り，積雪期は非積雪期と比 べ

て 各巣 タ イプの 利用数は少な く，非積雪期にお け る巣タ

イプの 利用数の 方が多様であ っ た．

　それぞれ の 巣タ イブにおける利用冂数 の 割合は，非積

雪期の 2 個体 （No 、2 と No ．4 ）と積雪期の 1 個体 （No．7 ）

で樹洞の 値が高く，巣箱は非積雪期の 2個体 （No ．1 と

No，5）．樹 h巣は非積雪期の 1個体 （No．3 ） と積雪期

の 2 個体 （No ．6 と No ．8 ）が 高か っ た 〔図 2 ，図 3 ）．

特に，樹洞の 利用 （N 〔〕．2 と N ｛〕．7 ） と巣箱の 利用 （N ｛〕．

1 と No ．5 ） に つ い て は そ れ ぞ れ 2 個体が 80％ 以 一k で

あっ た，全体的に，非積雪期に は樹洞と巣箱の利用割合

が高く，積雪期に は樹洞と樹 ヒ巣の利用割合が 高い 傾向

があ っ た．

考　　察

　本調査地で の エ ゾ モ モ ン ガ に よる巣の 利用数は追跡期

間の 長さにかかわ らず，2〜8 巣であ っ た，フ ィ ン ラ ン

ドの タ イリ クモ モ ン ガ は一個体あた り2〜14巣を利用す

る こ とが知られ て お り （Hanski　et　al．2000），ア メ リ カ合

衆国北西部の オオ ア メ リカ モ モ ン ガ にお い て も2〜12巣

の 利用が報告され て い る （Carcy　et　al，1997）．こ れ らの

こ とか ら．複数の 巣を必要とする こ とは モ モ ン ガ類の一

般的な傾向と考え られ，狭小な生息地で は巣の 絶対
．
数に

よ っ て 生息数が制限 を受け て い る可能性があ る，

　Hanski　et　aL （2000）は，タイリクモ モ ン ガ が利用 した

221巣の うち 61％ が樹洞 であ り，36％ が樹 ヒ巣，残 り

の 3 ％ が巣箱である こ とを示 した．同様に発信機を用

い て 追跡 した今回の 結果で もほ とん どの 個体が樹洞を利

用 したが，非積雪期には巣箱，積省期には樹上巣が複数

個利用され た （表 1＞．

　春か ら秋の 非積雪期 は冬の 積雪期に比べ て エ ゾモ モ ン

ガ に よ る 巣箱の利用率が 増加し て お り，こ の巣箱利用の

要因が 気温 と関係する こ とが示唆 され て い る （柳川

1994）．気温の ヒ昇は外部寄生虫の 活動 も活発にする と

考えられ，こ れを回避するため にい くつ か の 巣を移動す
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る必要が ある （Meyer　et　a］．2005＞．非積雪期 と同様に積

雪期には全ての タ イプ の巣が利用され た が，巣の個数は

2 −一
　4 巣と少なく長期的な利用 は樹洞も しくは樹．E巣で

あ っ た．冬季の 気温低下 と餌資源の 減少はエ ゾモ モ ン ガ

の 活動 を減少 させ ，巣内で の 滞在時間が増加す る （柳川

ほ か 1991，山冂 ・柳川 1995）．その ため，積雪期に は巣

内の 保温性が 高 い 特定の 樹洞を選択す る と予想 され，ま

た，利用す る巣数も減少す るであろ う．．・
方，樹上巣は

外気に さらされ て い る た め樹洞に比べ て 保温性 が低 い と

考えられ る．オ オ ア メ リ カ モ モ ン ガ は，適した樹洞が 不

足 し，エ ネル ギー損失の 少ない 気温条件とな る場合 に樹

．L巣 を 利 用 す る と 考 え ら れ て い る が （Carcy　et　al．

1997 ），本研究で は積雪期に おけ る樹 上巣の 利用割合が

高か っ た．また，ニ ホ ン リ ス （Sciurus　lis） で は冬季に

おける樹上巣の 選択性 に気温が関係す る と示唆 され て い

る （Nishigaki　and 　Kawamichi　2006）．したが っ て，本 調

査地に 生息する エ ゾ モ モ ン ガ は好適な樹洞資源が 不足

し，それ を補うため に非積雪期に は巣箱を利用 したが，

積雪期に は巣箱に 比べ て高い 位置で 日射を受け，よ り暖

か い 樹上巣を利用 した と考えられる．

　非積雪期に は多様な タ イプ に わた っ て 複数 の 巣を利用

したが，積雪期には特定の巣を長期的に利用 した．こ れ

らの こ とは，エ ゾモ モ ン ガ が多様な タ イ プ の 巣を必要 と

して い る こ とに加えて，冬季に は低温に耐えうる よ うな

最適な巣をもつ 必要性 を示す．さらに，雌の 行動圏は重

複 しな い と言われ て い る こ とか ら （辻ほか 2004），森林

内の 巣は分散して い る こ とが望ましい と思われる，した

が っ て，分断に よ っ て狭小化した環境に対する保全対策

で は，本種が要求する多様な タ イプの 巣と保温性に優れ

た樹洞 を十分 な数で保存かつ 維持 して い くとともに，他

の 林分との 連続性を保証 して い く必要が ある で あろ う，
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